酸化還元ユニットを組み込んだ面不斉化合物の合成およびキラル光学特性 by 小早川 幸輔
酸化還元ユニットを組み込んだ  
面不斉化合物の合成およびキラル光学特性  
分子科学専攻  分子機能化学  












体として合成し、キラル HPLCを用いて光学分割した。(Rp) / (Sp)-1は、250-550 nm付近
に吸収をもち、CDスペクトルはキラル骨格に導入された TTF部位に由来したコットン






 化合物 2a-4aは、キラル HPLCによって分離した光学活性な前駆体である二置換[2.2]
パラシクロファンより合成した。化合物 2a-4aはいずれもオリゴチオフェンユニットが














ことが明らかになった。 Fig. 2 CD spectra of (Rp,Rp)/(Sp,Sp)-2a and 2a2+ 
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